
2002 年地学 1b 
第 1 問 

 

問 1：太陽系の惑星に関する知識。地球型惑星（水金地火）と木星型惑星（木土天海）があ

る。文章に従うと、地球型惑星は木星型惑星に比べ半径や質量は小さいが平均密度は大き

い。また多くの衛星や輪を持つのは木星型惑星である。自転周期は木星型惑星のほうが短

い。よって下線部のように並んでいるのは５。 
 
 



 

問 2：文章の続き。太陽系の惑星が火星と木星の間を境にして、このように特徴の異なる二

つのグループに分かれることは、、、なので、３。 

 
問 3：ケプラーの第 3 法則は 
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 a は太陽からの平均距離、P は公転周期。K は一定値であるから、ここで１とす

ると、100 の 3 乗は 1000000 だからその平方根は 1000。ゆえに P=1000 で、答えは２． 

 
 



 

問 4：誤っているものを選ぶ。恒星の進化は質量によってきまる→○。主系列星は質量が小

さいものほど核反応が穏やか→○。主系列星は質量が大きいものほど明るい→○。よって

答えは４。核燃料が多いと寿命が長いはず。 

 
問 5：恒星の最後の姿は、爆発してガスを飛び散らせ、残ったものが白色矮星、中性子星と

なる。よって答えは２。 

 

問 6：星間雲と恒星の間の物質循環は、爆発によって重い元素ができる。星間雲がだんだん

濃くなって分子雲になる。やがて分裂して、収縮して原始星になる。よって１。 
 



 

 

 

 
問 1：梅雨は勢力を増してきた南の太平洋（小笠原）高気圧と勢力が弱まってきた北のオホ

ーツク海高気圧の力が釣り合うので、長い間前線が停滞する。よって答えは、梅雨前線の

北側はオホーツク海高気圧、南側は小笠原高気圧となり答えは２。 



 

 
問 2：積乱雲が発達しやすいのは寒冷前線。これは、上空に寒気が入り込んで、冷たい空気

は重いので下へ降りる。降りてきた冷たい空気が暖かい空気を押し上げる。冷たいものは

重いので地表付近が冷たくても空気は動かない。上が冷たくて下が暖かければ空気が動く。 
よって、誤っているものを選ぶのだから、１． 

 



 
問 3：気圧傾度力は高いほうから低い方へ働いて、それと右回り 90 度で地衡風が吹く。よ

って向きは西向き。気圧傾度力が大きいほうが地衡風は強い。よって答えは３。 

 



 
 



 
問 4：海面から蒸発するのは水だけ。水が減るから塩分濃度は相対的に上がる。また、水が

蒸発するとき、周りの温度を奪う（うち水などを思い出す）。よって温度が下がる。だから

答えは４。 
 

 

問 5：海水の構造は、深層と表層で異なり、混じり合わない。間の色つきの層は温度躍層と

いう。よって答えは４。安定して分離しているのだから１と２は無い。右の図は塩分濃度。

2 図とも１は高緯度海域、２は低中緯度海域を示す。 

  



 
問 6：海水は冷たいほうが重い。重いものは下にさがり、押し出されて今まで下にあったも

のが上に上がる。これは対流運動。図 2 のグラフを見ると、水は 4 度が密度最大で、０度

になると密度が下がる（軽くなる）。よって答えは１ 
 

 

 

 

 

問 1：これは単なる知識。自転しているから地球表面の物体に遠心力が働く。重力は引力と

遠心力の合力である。よって答えは３。 
 
 



 

 
問 2：間違いをさがす。ジオイドの形は重力と直交する面。人工衛星の軌道解析からも求め

られる。ほぼ平均海水面に等しい。上空へ行くほど小さくなる。１、２、３は正しいから、

答えは４。 

 



 

問 3：地球の形は、極半径よりも、赤道半径のほうが大きい。そして遠心力は赤道のほうが

大きい。よって答えは２。 

 

 

 

 



 

 
 
問 4：震度とは、その場所での揺れの大きさ。地震の（エネルギーの）大きさはマグニチュ

ード。よって１は×。初期微動時間は P 波と S 波の到達時間の差で、震源からの距離を表

す。よって２も×。震央がわからないとマグニチュードは計算できない。しかし、震度は

その場所でどれだけ揺れたかわかれば決まるので、答えは３。 

 

 
問 5：単なるグラフの読みの問題。震央距離 100km のところを見ると、M6 のときは震度 2、
M7 のときは震度 4．よって M が 1 違うと震度は 2 違う。よって答えは２。 



 

問 6：図 2 から、距離 100km のところで観測される震度は 4 とわかる。よって図 1 で震央

距離 100km で震度が 4 になる地震は M7 とわかる。よって答えは３。 
 

 

 



 

 
問 1：地層境界線と等高線との交わりをまずはチェックする。 



 
http://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/chishitsuchosa.htm 
 

 

 
地層 C と地層 A の境界線は明らかに 150m の等高線と重なっている。→地層 C は水平層。 
地層 A の泥岩層と等高線の交わり方を見ると尾根地形で等高線と逆であることから、地形

の傾斜と同じく北に傾斜していることが分かる。よって答えは４。 

 

http://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/chishitsuchosa.htm


問 2：地層 C は浸食された地層 A の上に水平に堆積しているので、不整合とわかる。よっ

て答えは３。 

 

 
 
問 3：地層 A はアンモナイト（中生代）、地層 B はフズリナ（古生代）、地層 C はマンモス

（新生代）とわかるから、答えは３。 

 

問 4：植物には炭素が含まれている。そして新生代と言うことで半減期が短いものが適して

いるから、答えは２。 

 
問 5：断層の走向は東西で傾斜が南へ 45 度。いま標高 50m のところに表れている。高さが



100m 上がると北へ水平距離 140m 行ったところに出るはず。まず今出ている位置より南で

標高が50ｍよりも高い3,4,5は無い（断層は深いところにあるから）。1と2では標高差200m
あるので水平距離で 280m 北にあるのは地点１となる。 

 
 

 
問 6：地層は逆転が無ければ下の地層が古い。よって２は誤り。 
 

 

 



 

 
 
問 1：沈み込み帯で発生する玄武岩質マグマの成因を選ぶ。まず、沈み込み帯である必要か

ら、１（これは中央海嶺）と２（ホットスポット）は×。３は沈み込み帯、４はプリュー

ムだから、３が正解。 

 
 
問 2：主な火成岩の特徴は以下。これによるとデイサイトや流紋岩は、二酸化ケイ素の多い



白っぽい石。石英は二酸化ケイ素だから、多分含まれている。鉄、マグネシウムが少ない

はずなので、鉄、マグネシウムの多いかんらん石は少ないはず。よって４。 

 

 

問 3：同じく下の図から、二酸化ケイ素（SiO2）が多い石は、鉄、マグネシウムが少ない。

よって１か３。問 2 より、流紋岩は Ca に富む斜長石ではなく、Na に富む斜長石が多いこ

とより、SiO2 が増えると Na も増える。よって、３。 
 

 
 



 

 
問 4：続成作用には二つのはたらきがある。１つは、長い年月のうちに圧縮され水が絞り出

されて押し固められるはたらき。２つ目は、堆積物の間を地下水に溶けたケイ酸質や石灰

質、鉄分などが埋めて固めるはたらき。このことから間違っている成分は２、とわかる。 

 

問 5：広域変成の特徴。広域的に大規模な圧力や熱によって起きる。結晶片岩、 片麻岩、

千枚岩。よって、結晶片岩ができるので３。 



 

問 6：セメント材料として利用されるのは石灰岩。石灰岩の特徴を表すものはｂとｃ。よっ

て２。 
 

 


